
令和２年度事業計画 

 

１．基本方針 

 

  我が国の少子高齢化は世界に例を見ない速さで進行しており、さらに労働力人口は 

減少の一途を辿っております。それにより高年齢者が積極的に社会参加し、社会の担 

い手として長年培ってきた知識・技能を生かし社会を支える側になることが求められ 

ています。 

このような中で、シルバー人材センターは、「自主・自立・共働・共助」の理念の

もと、高年齢者の多様な就業ニーズに応じ、地域社会の日常生活に密着した臨時的か

つ短期的又は軽易な就業機会を確保・提供し、併せて高年齢者の生きがいの充実と福

祉の増進を図り、社会参加の促進により、地域社会の活性化に重要な役割を担ってお

り、社会的にも高く評価されております。 

当センターにおいては、昨年の台風１９号により昨年度に比べ実績は下がっており

ますが、引き続きセンター事業の原点であります安全安心就業を第一に、円滑な事業

運営と安定した財政運営を目指し、国・県・町等のご支援・ご指導を受けながら「就

業機会の開拓」と「会員の拡大」を最重点課題として、シルバー人材センター事業の

普及・啓発を図り、高年齢者及び地域社会の期待に十分応えられるよう、次の各種事

業を積極的に推進いたします。 

 

 

 

 

２．事業実施計画 

 

（１）安全・適正就業推進事業 

  会員の安全就業の推進は、センター事業の基本であることから、「安全は全て

に優先する」を合言葉に、「事故ゼロ」をめざし、自主点検等により法令遵守の

向上を図り安全就業対策事業を推進するとともに、適正就業ガイドラインを遵

守した適正就業対策事業を推進します。 

 

 

（２）普及啓発事業 

地域に向けてセンター事業をＰＲし、就業等を希望する高年齢者の入会促進

や就業開拓機会の促進を図る。また、シルバーの日を中心に、事業所及び高年

齢者、町民に広く周知、浸透を図るための普及啓発活動を計画的に推進します。 

 

 



（３）シルバー派遣事業 

 宮城県シルバー人材センター連合会が派遣元となり、当センターが会員を派

遣する実施事業所として、会員の専門的な知識や経験を活かした多様な働き方

を確保し、会員の職域拡大及び新規会員の加入促進に務めます。 

 

 

（４）就業開拓等事業 

 チラシやリーフレット等によるシルバー事業のＰＲ及び入会勧奨に努め、会

員の就業機会の拡大と就業率の向上を図るため、公共機関、各団体、一般家庭、

企業、事業者等に対するセンター事業の普及啓発により、積極的な就業開拓の

推進に努めます。 

 

 

（５）技術・技能の研修の実施 

 高年齢者の安全と技術・技能向上を目的とした研修会や講習会等を実施し、

会員の安全就業の徹底を図るとともに、委託者の期待に応えられる就業能力の

向上や資質の向上に努めます。 

 

 

（６）役員の研修事業 

 シルバー人材センターの意義を十分認識し、基本理念である自主的・主体的

な組織活動を目的に、効果的かつ効率的な組織活動や事業活動を推進するため

の役員の研修事業を実施します。 

 

 

（７）交流研修事業 

     職員の専門的な知識の向上を図るため、全国シルバー人材センター事業協

会・東北シルバー人材センター連絡協議会・宮城県シルバー人材センター連合

会・県南ブロックシルバー人材センター連絡協議会主催の交流大会・研修会に

積極的に参加します。 

 

 

（８）指定管理業務の推進 

     丸森町から高齢者生産活動センターの指定管理者として委託を受け、施設の

管理を適正に行います。 

 

 

 



（９）一般事業 

     総会及び理事会等を定期的に開催し、シルバー事業の円滑な運営を推進しま

す。 

 

   イ 総会の開催   年１回 

    ロ 理事会     年６回 

   ハ 監事監査    年２回 

     

 

 

 

 

 

令和２年度 具体的目標 

 目   標 前年度目標 

会員数 １７０人 １７５人 

請

負 

受託件数 １，３９０件 １，３５０件 

契約金額 ６４，０００千円 ６２，０００千円 

就業延人数 １１，１７０人日 １０，８００人日 

派

遣 

契約件数 ２０件 ２０件 

契約金額 ４，８００千円 ４，８００千円 

就業延人数 ６００人日 ６００人日 

就業率 ８５％ ８５％ 

 


